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　 1． ラット脊髄圧挫損傷モデルにおけるグリア前駆
細胞由来アストロサイト移植の検討
古矢丈雄（千大）
　ラット脊髄損傷モデル損傷におけるGRP-Astrocyte
早期移植の効果を検討した。 3日後移植群では移植細
胞の脊髄長軸方向へのmigrationが認められた。 7日
後移植群では移植細胞が空洞を囲い込むような像が認
められた。一方， 7日移植群で移植細胞が注入局所に
とどまるようなものは行動学的に回復不良であった。
GRP-Astrocyte移植の成否は移植細胞の局在によるこ
とが示唆された。
　 2． マウス iPS細胞由来アストロサイト分化誘導
林　浩一（千大）
　脊髄損傷への移植細胞源として iPS細胞に着目し，
Neural Stem Sphere法（NSS法）を用いて，アストロ
サイトを分化誘導した。作成したNSSはネスチン陽性
で，誘導した細胞はGFAPとs100両方に陽性であった。
DBA2マウス由来アストロサイトをコントロールとし
た。iPS細胞由来アストロサイトは，GFAPの染色性が
やや弱く，突起の数も少なかった。その理由は，より
未熟であるためと考えられた。
　 3． デコリン由来合成ペプチドによるEpidermal 
Growth Factor Receptor阻害はアストロサイト
の活性化を阻害する
遠藤友規（千大）
　脊髄損傷後の軸索再生阻害においてEGFRの活性化
によるAstrocyteの働きは物理的因子・化学的因子の双
方において重要な役割を果たしており，このEGFRシ
グナルを阻害することにより，脊髄損傷後に治療的効
果が期待される可能性があるものと考えられる。今回
生命情報科学教室にてコンピュータ上で分子構造が構
築された合成ペプチドを用いてEGFR活性化阻害の有
無を検討し，良好な結果が得られたので報告する。
　 4． 変形性膝関節症においてNSAIDs投与が軟骨基
質に与える影響
佐藤進一（千大）
　COX－ 1， 2ともに阻害するNSAIDs（ジクロフェ
ナク）を対照薬とし，COX－ 2選択的に阻害する
NSAIDs（メロキシカム）は，軟骨基質に保護的に働く
か検討した。NSAIDs内服により関節液中の軟骨器質分
解酵素であるMMP－ 3， 9の変化に一定の傾向はみら
れなかったが，骨吸収マーカーである尿中CTXはメロ
キシカム投与で有意に減少し，ジクロフェナク投与で増
加傾向を示した。
　 5． ヒト膝軟骨におけるヒストン脱アセチル化酵素
の発現
東山礼治，味八木茂，佐粧孝久
高橋和久，浅原弘嗣　（千大）
　ヒト膝軟骨の正常 6例と膝OA10例のHDAC1－11発
現量を定量的RT－PCRにて比較したところ，HDAC7
膝OAにおいて有意に高発現していた。免疫染色にて
HDAC7は膝OAでクラスター化した軟骨細胞を中心に
有意に多く染色された。HDAC7をsiRNAで抑制する
と， 2型コラーゲンを分解するマトリックスメタロプ
ロテナーゼ（MMP）－13が抑制され，膝OAの治療に
今後生かせる可能性が示唆された。
　 6． 胸椎osteoid osteomaの 1例
遠藤　純，小山忠昭，相庭温臣　
橋本光宏，岡本聖司，向山俊輔　
圓井芳晴，望月眞人（沼津市立）
　24歳男性，保存的治療で軽快しない頑固な背部痛を
主訴に来院。画像上，第 8胸椎右椎弓の上関節突起部
にnidusを認め，osteoid osteomaの術前診断。METRx 
system使用下，顕微鏡視により腫瘍摘出術を施行。術
直後より背部痛は消失し，術後 2日で独歩退院。術後
7ケ月現在再燃を認めない。安全・低侵襲である本法
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は，本疾患に対し現時点で最良の選択であると考える。
　 7． 特発性脊髄ヘルニアの 1例
大前隆則，大河昭彦，藤由崇之
川辺純子，林　浩一，古矢丈雄
遠藤友規，山崎正志　（千大）
村上正純　　（千葉市立青葉）
　63歳女性。Brown－Séquard症候群を呈した。MRI
でTh5/6レベルに脊髄の腹側へのシフト，背側のくも
膜下腔の拡大を認めた。特発性脊髄ヘルニア（ISCH）
の診断にてヘルニア係留解除・拡大術施行。術後，
感覚・筋力ともに改善を認めた。ISCHはBrown－
Séquard症候群を呈することが多く，外科的治療が有
効であるため胸髄症では本症を念頭におくことが必要
と考えられる。
　 8． 広範囲後方要素切除により後方アプローチで摘
出を行った胸髄腹側髄膜腫の 1例
木内　均，大河昭彦，古矢丈雄
川辺純子，林　浩一，藤由崇之
遠藤友規，山崎正志　（千大）
　症例は58歳女性。第 9胸椎レベル脊髄腹側に位置す
る硬膜内髄外髄膜腫に対し，第 7胸椎下半から第10胸
椎までの椎弓切除に加え，第 9・第10胸椎の両側横突
起・肋骨近位部を切除することによる後方からの摘出
術を施行した。本アプローチは脊髄側方からの広い視
野を得ることができ，従来の後方法と比較し広範囲の
腫瘍切除が可能となった。また脊髄の牽引が最小限と
なり，従来法と比べ脊髄損傷リスクを軽減し得たと考
えられた。
　 9． 腰椎片側進入両側除圧後に椎間関節嚢腫を生じ
た 8例
藤本和輝，南　徳彦，鈴木千穂
森永達夫　　　　（柏市立柏）
　対象は2006年 7月から2008年10月まで当院で，片側
進入両側除圧術を施行した41例。術後MRI施行例は33
例，その内椎間関節嚢腫確認例は 8例。内訳は腰部脊
柱管狭窄症 6例，腰椎変性すべり症 2例。更に継続的
にMRI追跡調査可能症例は 4例，そのうち嚢腫消失 3
例，残存 1例であった。術後椎間関節嚢腫の発生・自
然消失機序について文献的考察を行った。
　10． 腰椎化膿性脊椎炎におけるPET所見
鈴木宗貴（千大）
　化膿性脊椎炎は，ほとんどが早期診断可能だが，診
断に難渋することがある。腰椎感染を疑った連続した
13例にPETを施行した。結果はその後の経過により化
膿性脊椎炎と診断した10例で腰椎への集積を認め，非
感染と診断した 3例ではいずれも集積を認めなかった。
海外では化膿性脊椎炎と非感染性終板変化の識別に
PETの有用性についての報告は 1例だけであり，今回，
症例数は少ないものの早期における鑑別に関しPETは
有用と考えた。
　11． 脊椎手術の術後鎮痛法の検討 : 第 2報
高橋　宏，清水純人，佐藤正樹
門田　領　　　（小見川総合）
　2007年 7月から2008年10月までに当院で全身麻酔下
に腰椎単椎間後方除圧術を施行した49例において，術
後鎮痛法として硬膜外オピオイド投与の有効性，及
び投与方法における違いについて検討を行った。術前
L1/2穿刺硬膜外モルヒネ 1回投与は，帰室直後より充
分な鎮痛効果を発揮し，また，術後12時間までの疼痛
を有意に緩和させ，有用な方法であった。
　12． ナビゲーションシステムを用いた人工膝関節置
換術の検討
神川康也，豊根知明，男澤朝行
松木圭介，山下剛司，和田佑一
（帝京大ちば総合医療センター）
渡辺淳也　　（同・放射線科）
　当院で施行した人工膝関節置換術の術後成績を検討
し特にナビゲーションシステム使用の有用性を評価し
た。全症例95例114関節，平均年齢70歳，OA104関節，
RA10関節。使用機種はハイテクニーⅡ 78関節，スコー
ピオNRG36関節，うちナビ使用例は50関節であった。
術後短期成績は良好であり，ナビ使用により術後アラ
イメントの精度が向上していた。ハイテクニーⅡ CR 
typeの80％が良好な術中キネマティクスカーブを示し
た。
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　13． TKA術後関節可動域の検討 : 3機種の比較
赤木龍一郎，清水　耕，岩崎潤一
佐久間詳浩，星　裕子，池田義和
中島文毅，青木保親，雄賀多聡　
山縣正庸　　　　　（千葉労災）
勝呂　徹　　　　　　（東邦大）
　CRタイプTKAにおける屈曲角度に影響する因子に
ついて，同一術者により施行された初回TKA101例137
膝を対象として検討した。術前屈曲角度，α角，θ´ 角
と術後屈曲角度に相関が認められ，FINEは他 2機種と
比べ有意に良好な屈曲角度が得られた。FINE人工膝関
節は内側に 3度傾斜した生理的Joint lineを再現するデ
ザインが特徴であり，これによってより大きな術後屈
曲角度が得られた可能性が考えられた。
　14． 結節状腫瘤によりロッキング症状を呈した膝関
節滑膜性軟骨腫症の 1例
竹下宗徳，平山博久，渡邉英一郎
髙森尉之，村田　亮，渡邉英詩　
（渡辺病院）
　38歳女性，主訴は左膝痛，可動域制限。関節可動域
は屈曲90°伸展－30°，膝蓋跳動陽性。単純X線で骨化
や石灰化等の異常所見は認めず，MRI上は膝上嚢や膝
窩筋腱近傍に関節水症の所見を認めるのみであった。
鏡視下に結節状腫瘤や充満した無数の遊離体の摘出を
行い，術前の症状は消失した。顆間窩のACL外側およ
び外側半月板下面と脛骨関節面との間に存在した結節
状腫瘤が，病状の主因と考えられた。
　15． 大腸癌転移による両大腿骨近位部病的骨折に対
して観血的骨接合術を施行した 1例
阿部幸喜，三束武司，山下桂志
山岡昭義（社会保険船橋中央）
小笠原猛　　　　（同・外科）
　再発大腸癌多発骨転移の48歳女性，化学療法施行中
であった。転倒し両大腿骨近位部病的骨折を受傷。髄
内釘による両側同時骨接合術を施行した結果，車椅子
での生活を再獲得し，術後 6ケ月で骨癒合を認めた。
　多発性骨転移例に対しても，QOL改善のため髄内釘
による観血的骨接合術も選択肢の一つと考えられた。
また，化学療法の進歩で大腸癌の生命予後が改善して
いるため，大腸癌骨転移例の手術適応は拡大するもの
と思われた。
　16． 骨肉腫におけるポリコーム遺伝子PHC3の機能
解析
岩田慎太郎，竹信尚典，上條岳彦　　　　　
（千葉県がんセンター・発がん制御研究部）
古関明彦　　　　　　　　（理化学研究所）
館崎愼一郎，石井　猛，米本　司　　　　　
竹内慶雄，萩原洋子（千葉県がんセンター）
中川原章　　　（千葉県がんセンター・　　
がん先進治療開発研究部）
　骨肉腫における癌抑制遺伝子の候補であるポリコー
ム群遺伝子PHC3の発現及び機能解析を行った。骨肉
腫臨床検体49例におけるPHC3発現と予後解析の結果，
PHC3低発現群では有意に予後不良であった。変異解
析では42例中 4例に同一のmissense mutationを認め
た。骨肉腫細胞株へのPHC3強制発現により細胞増殖
能の抑制が見られた。以上よりPHC3は骨肉腫の癌抑
制遺伝子となりうることが示唆された。
　17． 骨肉腫の長期生存者のQOL評価
米本　司，石井　猛，竹内慶雄　　
萩原洋子，岩田慎太郎，舘崎愼一郎
（千葉県がんセンター）
　当科にて治療した骨肉腫の長期生存者33名を対象に
QOLのアンケート調査を行った。QOL調査票にはSF
－36を使用した。長期生存者のQOLは「身体機能」が
国民標準値より明らかに劣っていたが，その他の7因子
では標準値よりむしろ高い値を示していた。患肢温存
群と切離断群との比較では，患肢温存群で「社会生活
機能」が有意に高く（p＝0.023），患肢温存群の方が社
会生活にうまく適応していた。
　18． 難治性下腿開放骨折に対して 2度仮骨延長法を
施行した 1例
小林倫子，大竹良治，付岡　正　
西尾　豊，高山篤也（金沢病院）
　30歳男性。左下腿骨開放骨折（GastiloⅢb）を受
傷。感染兆候がないことを確認後，髄内釘固定術を行
うも，MRSA感染併発。内固定材抜去，腐骨切除後，
Orthofix創外固定器でbone transportを施行。仮骨形
成良好であったが，感染再燃した為，再度bone trans-
portを行った。 2度目の仮骨形成は遅延した。再延長
時は仮骨形成不良の可能性を念頭に置く必要がある。
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　19． 脛骨高原骨折の治療成績 : LCPの有用性の検討
萩原茂生，三橋　繁，萩原雅司　
中村伸一郎，木下知明，鎌田尊人
三橋　稔　　　　（習志野第一）
　【目的】当院では05年以降脛骨高原骨折に locking 
compression plate（以下LCP）を用いて手術治療を行っ
ているが，それ以前の固定方法を行っていた症例と治
療成績を比較検討した。
　【対象および方法】2003年から07年に当院で手術治療
を行なった脛骨高原骨折の症例は28例で，従来のbut-
tressplate，cancellous screwを用いたN群と，LPを使
用したL群の成績を比較検討した。N群の骨折型はAO
分類でB1: 1例，B2: 3例，B3: 4例であった。L群はB2: 
6例，B3: 8例，C1: 5例，C2: 1例であった。治療成績
の評価は luc&hohlの判定基準および合併症について行
なった。
　【結果】両群のBタイプの骨折の治療結果は両群とも
良好であった。Cタイプ骨折は全例L群で，解剖学的評
価，機能的評価ともに良好な成績が得られた。合併症
が見られたのはL群のみで，遅発性創部感染 2例認め
た。Screwの looseningは両群とも認めなかった。
　【考察】Bタイプの骨折の固定の際に必要なのは充分
な圧迫と支持であり，従来の固定方法でも充分な固定性
が得られたものと考えられる。Cタイプではscrewsの
angular stabilityを持つLCPの使用が有利と思われた。
　20． 両側GustiloⅢC下腿開放骨折の 1例
橋本　健，守屋拓朗
（千葉県救急医療センター）
　両側Gustilo typeⅢC下腿開放骨折の 1例を経験し
た。血管造影で両側膝窩動脈の血流途絶を認めた。血
行再建を行ったが血流安定化には右で 7時間・左で14
時間を要した。左下肢は受傷後14日で二次的切断となっ
たが，右下肢は温存されている。本症例はMESS 7点
で切断適応，PSI 6点で温存適応であった。切断の絶対
的適応意外では温存を図ることで両者に差のない結果
が得られることが文献的に示唆された。
　21． 大腿骨骨幹部骨折に対する順行性および逆行性
髄内釘の治療成績の比較
山口　毅，池之上純男，高瀬　完
鮫田寛明，新保　純，三村雅也　
（船橋市立医療センター）
　大腿骨骨幹部骨折36例38肢に対し，順行性および逆
行性髄内釘法における治療成績を比較検討した。順行
性27例28肢，逆行性 9例10肢であった。骨癒合期間，
膝関節可動域90°獲得に要した期間はともに逆行性の方
が長かったが，最終可動域はいずれも130度以上であっ
た。逆行性髄内釘法を施行した50％に膝関節周囲部痛
が認められ，遠位横止めスクリュー抜去により症状は
消失した。膝周囲部痛に横止めスクリューの関与が強
く示唆された。
　22． 足関節果部骨折における最近の治療法
赤津頼一，田中　正，須藤英文
大塚　誠，蓮江文男，高澤　誠
斉藤雅彦，鈴木　都，落合俊輔
八束朋代　　　　（君津中央）
　足関節果部骨折における当院での最近の治療法につ
いて骨折型や初期治療を中心に検討した。対象は2006
年 1月から2008年 5月に当院で手術を施行した症例53
例，53骨折であり，骨折型はAO/OTA分類を使用した。
また初期治療について待機期間中の固定法により 3群
に分類した。治療成績は概ね良好であった。転位が著
しく軟部損傷を伴う症例は創外固定による二期的手術
を行うべきであると考えられた。
　23． 屈筋腱を用いて再建術を行った手指掌側板損傷
の 2例
村松佑太，板寺英一，岡本　弦
玉井　浩，西口　薫，宮城　仁
北原聡太，佐久間毅，及川泰宏
守屋秀繁　　　　（鹿島労災）
　手指PIP関節およびDIP関節における陳旧性掌側板
損傷に対し屈筋腱を用いて再建術を行った。一般にPIP
関節では浅指屈筋腱を用いた再建術が行われ，本症例
においても良好な術後成績を得た。一方，DIP関節で
は屈筋腱を用いた再建術の報告は渉猟し得た限りでは
無かった。今回DIP関節において深指屈筋腱を用いて
掌側板を再建し良好な術後経過であり，屈筋腱を用い
る手法はDIP関節においても有用であった。
　24． 手関節周辺骨折における手関節鏡視の有用性
堂後隆彦，西能　竑（西能病院）
　鏡視を行った手関節周辺骨折33例を検討した。Class 
1BのTFCC断裂が疑われた橈骨遠位端骨折 4例と骨折
部の不安定性を認めた舟状骨骨折 1例では外固定を長
めとした。舟状骨偽関節の 1例は鏡視を併用した低侵
襲手術を施行した。骨折が治癒しても手関節痛が遺残
する症例も散見されるが，一律の早期運動による軟部
損傷の線維性修復不十分がその一因と考える。軟部組
織損傷を鏡視で評価し後療法に反映させることが望ま
しい。
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　25． 尺骨骨髄炎後遺症に対する骨延長術後に橈尺骨
が遠位部で骨癒合した 1例
吉原　玲，国吉一樹　　（千大）
亀ケ谷真琴，西須　孝，中村順一
池川直志　　　（千葉県こども）
　症例は 7歳女児。骨髄炎後遺症として左尺骨成長障
害を認めた。 2歳 6ケ月時に橈骨頭脱臼が生じ， 4歳
時に施行した左尺骨延長に伴い尺骨遠位端が橈骨に陥
入した。 5歳11ケ月時 2度目の骨延長を行い，屈曲矯
正を加え橈骨頭脱臼を整復した。 7歳の時点で回内外
制限はあるがADL障害の自覚はなく，橈骨頭脱臼の再
発傾向もない。本症例の橈尺骨癒合は意図して得られ
たものではないが，結果的に多数回手術を回避する手
段となった。
　26． 神経筋接合部に対する衝撃波照射の効果
見目智紀（千大）
　体外衝撃波照射後の神経筋接合部の変化について検
討を行ったので報告する。対象はSDラット，体外衝
撃波群及び対照群各 4匹にて検討した。ラットの下肢
へ体外衝撃波をレベル 7，2000発照射，照射翌日潅流
固定にて神経筋接合部を摘出しαブンガロトキシンに
よって免疫組織染色を行った。結果，衝撃波照射によ
りAchレセプターの変性が認められ，100倍視野内での
レセプターの数は体外衝撃波群が有意に少なかった。
　27． ラット神経端側吻合におけるneural augmenta-
tionの効果について : 第 1報
岩倉菜穂子（千大）
　神経端側吻合は臨床上顔面麻痺の治療などに応用さ
れているが，四肢骨格筋での臨床成績は不良である。
これは再生軸索数の不足であると考え，グラフトの数
を増やすことで誘導される軸索が増加するかを調べた。
DiIを坐骨神経上に置き， 4週間後にDRG及びグラフ
ト以遠の神経の評価を行ない，グラフト以遠の神経再
生を確認できた。しかし今回は検討したラットの数が
少なく，統計学的検討は出来なかった。
　28． 動物用 fMRIを用いた脊髄・末梢神経の疼痛伝達
に関する検討
江口　和，大鳥精司，山下雅臣　
山内かづ代，鈴木宗貴，折田純久
（千大）
大崎博之，関野正樹　　　　　　
（東大・新領域創成科学研究科　
先端エネルギー工学専攻）
　近年，機能的MRI（fMRI: functiona MRI）の登場
により，機能情報を計測することが可能となった。本
研究では，4.7T MRIにてラット脊髄 fMRIを撮り，疼
痛伝達を検討した。Surface coilを胸椎12レベルに設
置，1.25％ Isofluraneで麻酔し，左足底から電気刺激
（ 6 mA，0.3ms巾，3Hz，計120発）を行った。T2*画像
を撮り，Mathematicaを用いて解析した。結果として，
L3，L4髄節を中心に，両側後角・同側前角に反応を認
めた。今後，疼痛モデルを用いて疼痛伝達のさらなる
検討を行う予定である。
　29． 内因性βエンドルフィンの前駆体であるPOMC
遺伝子の体外衝撃波による遺伝子導入はアジュ
バント由来の疼痛を抑制する
山下正臣（千大）
　βエンドルフィンの前駆体Proopiomelanocortin
（POMC）の遺伝子導入を体外衝撃波（RSW）で試み副
作用のない鎮痛処置を開発することを目的とした。ラッ
ト疼痛モデルで，行動学的，免疫組織化学的に検討し
た。POMC導入によりβエンドルフィンを発現し疼痛
行動を抑制した。POMC導入と疼痛軽減が可能である
こと，また，体外衝撃波によりPOMC導入増強と発現
の延長が可能であることが示唆された。
　30． 骨粗鬆症性腰椎における疼痛の関与についての
基礎的研究
折田純久，大鳥精司，山下正臣　
山内かづ代，鈴木宗貴，江口　和
高橋和久　　　　　　　（千大）
　ラット卵巣摘出モデルの腰椎DRG免疫組織化学染
色において疼痛ペプチドCGRPおよび侵害刺激受容体
TRPV1増加が認められ，骨粗鬆症による疼痛惹起の可
能性が示唆された。一因として骨密度低下に伴う破骨
細胞からの炎症性サイトカイン分泌の関与が考えられ
る。またリセドロネートを添加したDRG細胞培養実験
においてCGRP陽性細胞数および軸索伸長は有意に抑
制されリセドロネートが鎮痛作用を持つ可能性が示唆
された。
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　31． ラット股関節炎症モデルを用いた炎症による股
関節の感覚神経支配とその特性の変化について
の検討
中嶋隆行（千大）
　股関節のDRG支配高位は主にL1～ L4 DRGが支配
し，疼痛伝達は微小炎症を主体としたCGRP陽性神経
細胞が関与しているが，この結果を踏まえ股関節に炎
症を惹起し，支配神経細胞の変化を検討した。股関節
炎症モデルにおいてその支配感覚神経数の増加，支配
神経高位の変化，CGRP陽性細胞の割合の増加を認め
た。股関節炎症では，L3，4高位つまり大腿内側前面部，
膝に強く関連痛を生じる可能性が示唆された。
　32． 術後感染予防としての免疫賦活経腸栄養剤（イ
ンパクトⓇ）使用の試み
山本陽平，後藤憲一郎，山中　一
宮本和寿（国立病院機構下志津）
　免疫賦活栄養剤（インパクトⓇ）投与により人工関節
術後感染予防ができるかを検証した。THA，TKA症
例をランダムに選択し，投与群と非投与群に分別した。
投与群にCRP，IL－ 6値が低値傾向がみられ，さらに
過去の文献より細胞性および体液性免疫能も向上する
と報告されている。以上より，炎症反応抑制と免疫能
向上により人工関節術後感染予防に有用であると考え
られた。
　33． 関節リウマチに対する生物学的製剤使用例の検討
小林達也（千大）
　当院と千葉県リハセンターでエンブレル治療を行
なったRA患者54例を検討した。平均55.2歳。男性 7例，
女性47例。罹患期間14.3年だった。DAS28は，平均5.0
から2.8に改善した。開始直後より改善しその後も低活
動性を維持した。EULAR改善基準では70.6％が改善し
た。同様に直後より改善を認め，102週までの評価であ
るが改善を維持し続けた。ステロイド投与量は，7.2㎎
/dayから3.9㎎/dayに減量した。中止例は12例で，肺
炎 1例，悪性リンパ腫 1例の発症があった。
　34． 障害者自立支援法による靴型装具
篠原裕治（千葉市障害者相談センター）
上原　朗（千葉市障害者福祉センター）
　自立支援法施行後 2年間の靴型装具支給例42例につ
いて調査した。疾患は関節リウマチや変形性関節症に
よるものが多く，目的は，市販靴では適合困難が32例
で，脚長補正が 8例，足部の固定が 2 例であった。追
跡調査時不使用が10％あった。本法による主な変更点
は応益負担と業者を選べる点であるが，支給には身体
的障害のみならず，利用者の真のニーズ，生活スタイ
ルを考慮することが重要である。
　35． フィクストンを用いた足部障害の治療経験
長沢謙次（ながさわ整形外科）
　フィクストンは医療用粘着性のクッション製材であ
り，市販のインソールや粘着性包帯キノセルフと組み
合わせて使用している。中足骨疲労骨折や種子骨障害
などでは，練習や試合を休むことなく治療が可能であ
る。その他，足底腱膜炎，靴ずれ等の皮膚障害にも良
い適応があり，効果は即効性で確実にえられ，費用も
安価であり，作製時間も診療中の数分間で対応可能で
あるため，足部障害には有効な治療法である。
　36． 胸腰椎破裂骨折に対する椎体形成を併用した椎
間温存後方整復固定術の検討
佐久間詳浩，中島文毅，池田義和
青木保親，雄賀多聡，清水　耕　
岩崎潤一，赤木龍一郎，星　裕子
山縣正庸　　　　　（千葉労災）
　胸腰椎破裂新鮮骨折に対して椎体形成を併用した椎
間温存後方整復固定術を施行した 5例の臨床成績を検
討した。kyphosis angleが受傷時18°術直後 4 °最終
観察時15°で，矯正損失は11°，wedge angleは受傷時
18°術直後 6°最終観察時13°で，矯正損失は 7°であっ
た。観察期間中にkyphosis・wedge angleの矯正損失
を認められたが，本法は低侵襲で，早期離床・遺残腰
痛もなく，職業復帰が可能であり，胸腰椎破裂骨折の
治療として有用な選択肢であると考えられた。
　37． 生物学的製剤投与関節リウマチ患者滑膜の病理
学的検討 : スコアリングによる評価
山中　一，後藤憲一郎，山本陽平
宮本和寿（国立病院機構下志津）
村田泰章　　　（東京女子医大）
　生物学的製剤投与群と非投与群の関節リウマチ滑膜
の病理学的検討を行った。インフリキシマブ群は12例，
エタネルセプト群は 9例であった。滑膜標本をRooney
の炎症スコアにより評価した。その結果，滑膜表層細
胞の重層化とリンパ球浸潤を伴う血管の割合が投与群
において有意に低下していたが totalの炎症スコアでは
有意差はなかった。臨床データが改善しても関節局所
の炎症が持続している症例が多かった。
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　38． 多発骨折後，距骨外側突起偽関節および脛骨内
反変形の 1例
神谷光史郎，遠藤友規　　（千大）
山縣正庸，雄賀多聡，清水　耕　　
池田義和，中島文毅，青木保親　　
岩崎潤一，赤木龍一郎，佐久間詳浩
（千葉労災）
　44歳女性。前医で右大腿骨骨幹部・左脛骨開放骨折，
右足関節捻挫と診断，右大腿骨髄内釘，MIPOによる左
脛骨プレート固定を受けた。転院，全荷重後も左膝内
反変形，右足関節部痛残存する為，Open wedge high 
tibial osteotomy，右距骨外側突起偽関節骨片摘出術施
行。脛骨近位部におけるMIPOでは術中の正確な整復
が重要であり，足関節捻挫の診断時には距骨外側突起
骨折を除外診断とすべきである。
　39． 関節リウマチ患者に対する胸腰椎インストゥル
メンテーションと術後の脊椎圧迫骨折の関係
村田泰章，加藤義治（東京女子医大）
　関節リウマチに伴う腰椎病変は，高度な脊椎変形を
生じることがある。その手術療法には，固定術の併用
を余儀なくされることがあるが，骨質，骨密度の低下
ゆえに術後の合併症も多い。リウマチ患者58例に対し，
インストゥルメンテーション手術を行い，術後に生じ
た圧迫骨折について調べた。固定椎間数は 3椎間まで
に，また，腰椎前弯の矯正は 2°前後に止めることによ
り，術後の圧迫骨折の発生頻度を抑えられる可能性が
示唆された。
　40． 高度脊柱変形に対するRod Cantilever Bending 
& Rod Rotation Maneuver Techniqueの効果
高相晶士，中澤俊之，井村貴之　
糸満盛憲　　　　　　（北里大）
赤澤　努（国立病院機構千葉東）
井上雅俊　　　（済生会習志野）
　高度な脊柱変形に対して，筆者らは，ペディクルス
クリュー（PS）とテクミクロンテープのみを用い，ロッ
ド・カンティ・レバー・ベンディングとロッド・ロー
テーション・マヌーバー（RCLB&RRM）による後方
法により，矯正固定を行ない，その手技と成績を検討
した。対象は10例であり，全例側彎度100度を越える高
度な脊柱変形（平均120度）であり，術後34度と著明な
矯正が得られ，最終観察時にも36度の矯正が維持され
ていた。RCLB&RRMは高度な脊柱変形に対し，良好
な矯正とその維持が可能であった。
　41． 医用画像ワークステーションを利用した脊柱側
弯症検診
赤澤　努，大塚嘉則，勝見　明　
田原正道（国立病院機構千葉東）
南　昌平，小谷俊明（聖隷佐倉）
中田好則　　　（中田整形外科）
高相晶士　　　　　　（北里大）
井上雅俊　　　（済生会習志野）
丸田哲郎　　　　　（長生病院）
　千葉県では2006年より医用画像ワークステーション
を導入しPC画面上で側弯度の計測を行っている。千葉
市小・中・特別支援学校の全対象者中，1141名に低線
量レントゲン検査を施行。画像を医用画像ワークステー
ションに取り込み，PC画面上で側弯度の計測を行った。
従来法との比較では，角度差は平均2.0度と少なかった。
医用画像ワークステーションを利用しフィルムレス化
によりコスト削減に貢献することができた。
　42． 腰部脊柱管狭窄症に対する開窓術の治療成績
新井　玄，政木　豊，重村知徳
葛城　穣，宮本周一，新籾正明
（国保成東）
　棘突起切離開窓術の成績・問題点について検討。H16
年12月～H19年12月，本術式を施行した40例中20例。
JOAscore・改善率は成績良好。腰椎前弯角，すべり率，
可動角と術前後で有意差を認めなかった。棘突起の骨
癒合は癒合率64％。考察。棘突起切離開窓術は，後方
要素に低侵襲かつ簡便で安全性も高い術式であり，棘
突起切離が腰椎不安定性に及ぼす影響も，後方支持組
織の機能不全は来たさないと考えられた。
　43． 当院における腰椎分離すべり症に対するMini-
Open TLIF，PLIF施行例の検討
稲田大悟，平山次郎，栗原　真
森川嗣夫，園田昌毅，藤田耕司
土屋　敢，稲毛一秀　　　　　
（JFE川鉄千葉）
　L5神経根障害を呈したL5分離すべり症11例に対し
Mini-Open TLIF 9例，PLIF 2例を施行した。椎間孔
内に11例，椎間孔外に 5例の神経根圧迫所見を認めた。
腰痛，下肢痛，下肢しびれのVAS，SF－36を検討し，
術後有意に改善を認めた。脊柱管内から椎間孔外まで
の確実な除圧と，最小限の筋剥離が良好な臨床成績を
もたらしたと考えられた。骨癒合に平均 9ケ月要し，
今後の課題と考えられた。
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　44． 腰仙部Far Out症候群の 1例
宮本周一，大鳥精司，山下正臣　
山内かづ代，鈴木宗貴，折田純久
江口　和，高橋和久　　（千大）
古志貴和　　　（聖隷佐倉市民）
　左大腿～下腿外側部痛を呈した，L5横突起と仙骨翼
によって生じた far-out症候群の 1例を経験した。画像
診断においては選択的神経根造影，神経根ブロック，
神経根造影後CTが有用であった。術中，L5横突起下
縁の骨棘と仙骨翼によるL5神経根の圧迫を認め，骨性
部分切除により良好な成績を得た。
　45． 腸骨スクリューを用いて再建した腰椎再手術 3
例の検討
西能　健，大鳥精司，山下正臣　
山内かづ代，鈴木宗貴，折田純久
江口　和，萩原茂生，山本陽平　
中山美恵，山崎正志　　（千大）
古志貴和　　　（聖隷佐倉市民）
　腰椎固定術再手術例の不安定性に対し，腸骨スク
リュー法を用いた 3例を経験した。強固な固定により
不安定性は消失し，神経所見の改善を認めた。しかし，
糖尿病を合併している 2例では腸骨スクリューを主感
染巣とする術後深部感染が出現した。再手術において
腸骨スクリューを使用する際，死腔が形成されること
があり，感染には十分な配慮が必要と考えられた。
　46． 意識障害後に肩肘関節強直をきたした 1例
橋本瑛子，佐藤進一，見目智紀
杉岡香織，松浦　龍，落合信靖
国吉一樹　　　　　　（千大）
　症例は36歳女性。心肺停止による意識障害後に，肩
肘関節を架橋する異所性骨化を認めた。肩肘関節は著
明な制限・強直があり，骨シンチグラフィでは，集積
亢進を示した。腋窩神経に注意し骨化病変を切除，骨
化に一致した筋肉はなかった。肘関節は内側後斜走靱
帯に認めた骨化病変を切除，両者とも著明な可動域改
善を認めた。術翌日より可動域訓練を始め，骨化予防
目的にエチドロネート内服を併用。現在も肩肘ともに
骨化の再発はない。
　47． 軟部組織の介在により観血的整復を要した反復
性人工股関節脱臼例
上野啓介，坂本雅昭，東　秀隆
酒井洋紀，橋本将行，廣瀬　彰
（千葉市立海浜）
　反復人工股関節脱臼に対する徒手整復の際，ヘッド
とポリエチレンライナー間に軟部組織が介在し，完全
な整復を阻害した91歳女性の症例を経験した。本例と
同様な軟部組織の人工股関節介在例は，我々が渉猟し
得た限りでは 2例のみで，本邦では最初の報告例であ
る。本症例の介在機序は，関節の緩みがある状態で脱
臼を整復した際に，短期間の再脱臼により修復されな
かった関節周囲組織を巻き込んだためと推察された。
　48． バイポーラ型人工骨頭における矢状面での動態
撮影
久保田剛，飯田　哲，藤塚光慶
丹野隆明，品田良之，安宅洋美
河本泰成，佐野　栄，宮下智大
大前隆則　　　　（松戸市立）
　【目的】BHPのouterと inner headの矢状面での動態
を明らかにする事。
　【対象と方法】BHPを施行した21例，平均年齢は74.5
歳であった。X線学的検討として，Outerと Inner head
は立位，座位での側面像にて評価した。
　【結果】Inner bearingの割合は平均29.5％であった。
　【考察】Inner bearingの割合はouter bearing有意の
結果となった。荷重を負荷した状態での撮像が影響し
ていると考えられた。
　49． 腱板不全断裂に対する鏡視下腱板修復術の治療
成績
石毛徳之，黒田重史，住吉徹是
丸田喜美子，篠原寛休　　　　
（松戸整形外科）
　腱板不全断裂36例（滑液包側25例，関節包側11例）
に対し，アンカーを用いずに鏡視下修復術を施行した。
小範囲の foot printに対しても断裂腱板を確実に縫着で
き，術後JOA soreは術前より各評価項目とも有意に改
善した。しかし，MRI上，関節包側断裂例に関節包側
再断裂を示唆するものがみられ，縫合時の手技に工夫
の余地があると思われた。
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　50． シンチレーションカウンターを用いて術中に腫
瘍同定を試みた大腿骨頭内類骨骨腫の 1例
佐々木裕，阿部　功，木内　均
牧　　聡，渡邉光弘，永瀬譲史
（国立病院機構千葉医療）
　32歳男性。CT上，右大腿骨頭にnidusを伴う骨硬化
像を認め，類骨骨腫と診断し手術目的に当科入院となっ
た。手術の19時間前にTc99mを投与し，シンチレーショ
ンカウンターのプローベを腫瘍部位に当て，nidusを同
定し切除した。シンチレーションカウンターは，核種
から放出されるγ線を感知する。シンチレーションカ
ウンターは，類骨骨腫の主病変部を正確に同定できる
簡便かつ有用な方法と考えられた。
　51． 先天股脱放置例に対する観血的整復術併用Salt-
er骨盤骨切り術の治療成績
池川直志，亀ケ谷真琴，西須　孝
中村順一　　　（千葉県こども）
　 2歳以上の先天性股関節脱臼の手術には，大腿骨々
切り術を必須とする意見がある。今回，我々は大腿骨々
切り術の必要性につき検討した。対象は 2歳以上 5歳
未満で観血的整復術及びsalter骨盤切り術を施行した
先天股脱放置例24股とし，最終経過観察時の単純X線
像で治療成績を評価した。Severin分類での成績良好例
（groupⅠ，Ⅱ）は87％であった。大腿骨々切り術を併
用せずともX線学的に良好な成績が得られていた。
　52． 当センターにおける介助犬認定事業について
染屋政幸，李　泰鉉，飯塚正之
加藤　剛，白井周史，中山詩朗
吉永勝訓　　　　　　　　　　
（千葉リハビリテーションセンター）
　千葉リハビリテーションセンターは平成19年 9月に
身体障害者補助犬法に基づく指定法人となり介助犬認
定事業が開始され，平成20年 6月には当センター認定
第一号の介助犬ミドルが誕生した。介助犬は肢体不自
由者の日常生活動作の介助を通し，障害者の自立と社
会参加の促進を目的としている。介助犬ミドルの使用
者も単身生活を開始し，犬とともに職場に通い，また
介助犬の広報啓発活動にも積極的に参加している。
